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かまた生活支援センター 

 

 

 

恒例のクリスマス会を 2025年 12月 20日(土)14:00～16:00

に行いました。当日は、参加の皆さんと飲み物とお菓子等の準

備をして、ビンゴゲームをしました。ビンゴになった人が各々

お気に入りのプレゼントを手に入れました。談笑しつつ、「ク

リスマスイヴ」「恋人がサンタクロース」といった、皆で投票

して決めたクリスマスソングを歌い、それぞれが作成したクリ

スマスカードの交換を行いました。今年も楽しく穏やかに開催

出来ました。 

 

クリスマス会

かまた生活支援センターでは 2026年 1月 24日(土)に地域交流イベントを開催いたします。 

今回は、2階の「社会福祉法人ヒューマン・ネットワーク結」ENTASさんと一緒に開催しようということに

なりました。そのためミーティングを ENTASさんと何度か行い、地域交流イベントの内容をどのようなもの

にするか検討を続けてきました。センターでは、手芸プログラムや、プログラム外でも利用者さん達が主体

的に鉄道模型の準備を着々と進めている状況です。 

イベントでは、この鉄道模型の展示と運転体験や、鉄琴演奏体験、また ENTASさんの陶芸等の作品やシル

バー人材センターさんの作品展示の他、音楽イベント「うた広場」、地域のフラダンスサークルの発表、家族

会との対話での交流もあります。また、模擬店として、センターは豚汁を販売、ENTASさんはわたあめの販

売、CSにしかまたはコーヒーの販売、クッキングワーク街の駅はパウンドケーキの販売をする予定です。 

地域の作業所やサークルなども参加して、賑やかに地域交流イベントを実施することで、西蒲田地域が盛り

上がってくれることを祈っています。 
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クッキングワーク街の駅 イベントに参加しました 

2025年 10月 25日（土）荏原看護専門学校の学園祭に初めて参加させていただき、パウンドケーキの

販売を行いました。当日は雨のため客足が少なくなるのではと心配していましたが、たくさんのお客さ

んに来ていただき約 150個を 4時間で完売することが出来ました。当日売り子で参加した利用者の方か

らも「完売出来てよかった。」と感想が聞かれ達成感を胸に帰ってくることが出来ました。 

 

2025年 11月 30日（日）に行われたおなづかみんなのおまつりでパウンドケーキの販売を行いまし

た。 大人だけでなく、幼児や小学生のお客さんも多く来場し、パウンドケーキを買ってくださいまし

た。売り子として参加したメンバーの皆さんはそれぞれ役割分担をして最後まで責任を持って仕事をす

ることができました。パウンドケーキの販売を通して地域の方や子どもたちとの交流ができたと思いま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 8 月よりホーム蒲田では女性入居者の交流の場として茶話会を定期的に開催しています。

テーマは特に決めずにフリートークでお茶やお菓子をいただきながら、リラックスした雰囲気で行っ

ています。今後も入居者の方と相談しながら定期的に開催していければと考えています。参加した方

から感想をいただきました。 

★同じ入居者さんと女性同士でお茶会をしたのは楽しかったです。悩みとかもみんなそれぞれあるの

だと知りました。また機会があったら参加したいと思います。 

★お菓子を頂き恐縮です。自分の就活もありますがタイミングが合えば出席させて頂きます。 

★参加者は 2 名だけの事が多かったので病院時代の DC の延長のように感じました。参加者がもう少

しいると話題が広くなりいいと思います。 

 

地域生活安定化支援事業

地域生活安定化支援事業は、病院や施設に出向いてご本人と関係を互いに作りながら退院、退所に向

けた支援を行っています。そのため、近年の夏の暑さは大敵で、外出時お互い汗まみれになって歩く事

も多く、厳しい状況になっています。退院支援では院外への外出からショートステイの見学など、退院

前のステップに進む方が最近は多い印象で、退院先の確保が順調に進めば数名の退院が見込める状況と

なっています。一方で、企業立で沢山誕生したグループホームでは、精神障害の方ではフィッティング

が難しい場合が多くなってきています。精神障害の方は、なかなか毎日の日中サービスへの通所は難し

いのですが、そこが条件になっているグループホームが多く、結局入居をお願いできる所はそれほど増

えていません。また、ショートステイ事業への問い合わせが保健師の方から多く寄せられて、見学も多

くなってきていますが、利用が終わった部屋の掃除、洗濯やベッドメイクの都合、また退院支援では出

張が多い仕事柄の中、受付と振り返りの面接もあり、スケジューリングが厳しくなってきています。ま

た、しばらく欠員だった自立生活援助にも新規の職員(小嶋さん)が入職され、支援が再開しています。 

 

★お知らせ★ 

2026 年春に女性の滞在型ユニット『ホームりん』を増設予定です。 


